
調査検討スケジュール（案）

第1回検討会（平成29年８月31日）

○ 検討の背景等について
○ 調査検討の方針について
○ 調査の内容について
○ 調査検討のスケジュールについて

第２回検討会（12月～１月頃）

○ 各調査の中間報告
※ 中間報告を踏まえ、更に調査分析を進めるべき事項等について整理
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第３回検討会（３月頃）

○ 各調査の結果報告
○ 調査を踏まえた平成３０年度の検討課題の洗い出し

①危険物施設に活用可能なモニタリング技術・診断技術を抽出
②危険物施設に活用可能な補修・補強技術を抽出

⇒ 平成30年度以降の実証検証の進め方等について検討

●今年度は、以下のスケジュールで調査検討を進める。

平成３０年度以降

○ モニタリング技術や診断技術の危険物施設への適用可否の検討（試験片等による
実証検証）

○ 補修・補強技術の危険物施設への適用可否の検討（試験片等による実証検証）
○ 実際の危険物施設による老朽化対策の実地検証
○ 老朽化を踏まえた施設類型毎の点検のあり方の検討
○ 長寿命化のための補修・補強方法のあり方の検討
○ 施設の長期間使用を前提とした技術基準のあり方の検討
○ 長期使用のためのガイドライン等の検討
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